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 雲南市行財政改革 

雲南市ＮＥＷＳ 

わがまちの巧み 

Hello Everyone ～うん、なんでしょう～ 

こんにちは、保健師です。 

ふるさとウォッチング 

雲南市からのお知らせ 

まちのHOTな話題 

図書館だより 

子育て支援センターの活動案内 
ほか 



平
成
１６
年
度
決
算
に
つ
い
て 

新市で平成16年度に実施した主な事業 

国民健康 
保険事業 

歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引残額 

平成16年度（Ｈ16．11．1～Ｈ17．3．31） 
会　計　名 

特別会計 

生
命
と
神
話
が
息
づ
く
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

雲
南
市

雲
南
市 

決
算
報
告

決
算
報
告 
雲
南
市

雲
南
市 

決
算
報
告

決
算
報
告 
雲
南
市 

決
算
報
告 

平成１６年度 

い
の
ち

い
の
ち 

い
の
ち 

老人保健事業 

農業労働災害共済事業 

簡易水道事業 

生活排水処理事業 

幡屋財産区 

阿用財産区 

ゆとりの里事業 

土地区画整理事業 

ダム対策事業 

発電所事業 

清嵐荘事業 

209,535 

12,454 

283,893 

231 

54,710 

246,257 

1,349 

291 

2,505 

28,918 

1,587 

2,858 

4,847

194,944 

11,788 

282,846 

106 

53,903 

245,673 

1,321 

242 

2,490 

28,384 

1,569 

2,840 

4,846

14,591 

666 

1,047 

125 

807 

584 

28 

49 

15 

534 

18 

18 

1

事 業 勘 定  

直 営 診 療  
施 設 勘 定  

（単位：万円） 

議会活動に（議会費） 9，138万円 

行政管理と豊かなまちづくりに（総務費） 967,556万円 

電算統一事業 
庁舎管理 
CATV事業運営負担金 
バス対策事業 
基金積立金 

28,266万円 
35,253万円 
18,340万円 
7,623万円 

732,522万円 

社会福祉の向上に（民生費） 237,437万円 

加茂幼児園建設事業（保育所分） 
知的障害者施設訓練等支援費 
かもめ保育園建設事業 
特別養護老人ホームえがおの里増築事業 
介護保険事業（介護保険事業負担金） 
生活保護扶助費 

31,404万円 
17,351万円 
13,961万円 
13,894万円 
11,727万円 
9,026万円 

農林業の振興に（農林水産業費） 226,435万円 

バイオマス利活用フロンティア整備事業 
地籍調査事業 
農道等土地改良事業償還補助金 
起債農道改良芹谷農道改良事業 
上久野基盤整備促進事業 

17,475万円 
11,918万円 
8,248万円 
7,364万円 
6,564万円 

生活基盤の整備に（土木費） 277,332万円 

まちづくり総合支援事業 
公営住宅建設事業 
起債道路改良事業 
単独まちづくり事業 
交付金道路改良事業 
まちづくり交付金事業 
国・県道整備事業負担金 
地方特定道路改良事業 
土地区画整理事業特別会計繰出金 

43,532万円 
36,285万円 
30,537万円 
19,463万円 
19,023万円 
15,249万円 
15,212万円 
13,960万円 
12,571万円 

教育・文化の振興に（教育費） 132,104万円 

加茂幼児園建設事業（幼稚園分） 

公民館施設整備事業 
（西日登公民館改築整備事業） 

14,839万円 

7,534万円 

商工業の振興と観光開発に（商工費） 22,804万円 

消防活動に（消防費） 21,501万円 

災害復旧費 12,199万円 

借入金返済に（公債費） 338,310万円 

保健管理・環境衛生・勤労福祉の向上に（衛生費・労働費） 
100,337万円 

雲南病院組合負担金 
雲南市・飯南町事務組合負担金 
水道事業特別会計補助金 

20,547万円 
17,599万円 
12,597万円 

　
平
成
１６
年
度
の
雲
南
市
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
決
算
が
、平
成
１７
年
雲
南
市

議
会
１２
月
定
例
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
決
算
は
、町
村
合
併
に
よ
り
新
市
が
誕
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、平
成
１６
年

１１
月
1
日
か
ら
平
成
１７
年
3
月
３１
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
も
の
で
、市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
か
ら
の
交
付
金
な
ど
が
ど
れ
く
ら
い
入
り
、

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
 

依 

存 

財 

源 

自 主 

財 

源 

30.2％ 

69.8％ 

市　税 

127,026万円  5.0％ 

地方交付税 

458,551万円 
18.1％ 

市債 

690,250万円 
27.2％ 

諸収入 

596,079万円 
23.5％ 

使用料及び手数料 

20,839万円  0.8％ 

財産収入・繰入金・寄付金 

自主財源  30.2％ 

5,308万円  0.2％ 

767,062万円 
依存財源  69.8％ 
1,772,343万円 

分担金及び負担金 

17,810万円  0.7％ 

国庫支出金 

219,728万円 
8.7％ 

県支出金 
342,235万円 

13.5％ 

地方譲与税 

30,052万円 
1.2％ 

地方消費税交付金など交付金 

31,527万円  1.2％ 

一般会計 

歳 入 
一般会計 

歳 入 
一般会計 

歳 入 

一般会計 

歳 出 
一般会計 

歳 出 
一般会計 

歳 出 

公債費 

338,310万円 
13.5％ 

民生費 

237,437万円 
9.5％ 

土木費 

277,332万円 
11.1％ 

総務費 

967,556万円 
38.6％ 

衛生費 
97,530万円 

3.9％ 

教育費 

132,104万円 
5.3％ 

農林水産業費 
226,435万円 

9.0％ 

議会費・商工費・労働費 
消防費・災害復旧費 

68,450万円 2.7％ 

諸支出金 

162,068万円 
6.5％ 

市 民 1 人 あ た り の 決 算 額  

57万1,561円 

平成16年11月1日から平成17年3月31日まで
の一般会計歳出総額を平成17年3月31日現在の
人口で除したもの 

2,539,405 
万円 

歳入 

2,507,222 
万円 

歳出 

平
成
16
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
総
額

２
５
３
億
９，
４
０
５
万
円
（
収
入
率
96
・
９
％
）、

歳
出
総
額
２
５
０
億
７，
２
２
２
万
円
（
執
行
率

95
・
６
％
）
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
３
億
２，

１
８
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
17
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
４，
５
９
９
万
円
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
は
２
億
７，
５
８
４
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。）

13
の
特
別
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
84
億
９，

４
３
７
万
円
（
収
入
率
95
・
２
％
）、
歳
出
総
額

83
億
９
５
３
万
円
（
執
行
率
93
・
１
％
）
で
歳
入

歳
出
差
引
額
は
１
億
８，

４
８
４
万
円
と
な
り
ま

し
た
。（
平
成
17
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
６

５
４
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
１
億
７，

８
３
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。）

市
税
（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税
・
た
ば
こ
税
・
入
湯
税
）
の
歳
入
決
算
総
額
に

占
め
る
割
合
は
5.0
％
（
そ
の
主
な
構
成
は
、
市
民

税
53
・
６
％
、
固
定
資
産
税
39
・
３
％
）
で
し
た
。

ま
た
、
市
債
（
市
の
借
入
金
）
の
占
め
る
割
合
は

27
・
２
％
と
な
り
、
市
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
や
国
、
県
か
ら
入
っ

て
く
る
補
助
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
、
69
・
８
％

を
占
め
ま
し
た
。

歳
出
決
算
総
額
に
占
め
る
割
合
で
見
る
と
、
総

務
費
（
行
政
管
理
事
務
に
関
す
る
経
費
）
が
全
体

の
38
・
６
％
、
次
い
で
公
債
費
（
地
方
債
や
一
時

借
入
金
の
利
子
な
ど
の
償
還
金
）
の
13
・
５
％
、

土
木
費
（
道
路
や
河
川
の
整
備
・
維
持
管
理
費
な

ど
）
の
11
・
１
％
を
占
め
ま
し
た
。
そ
の
他
、
諸

支
出
金
（
旧
町
村
決
算
に
よ
る
収
支
不
足
の
補
て

ん
金
）
が
６
・
５
％
を
占
め
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳
　
　
入

歳
　
出

特
別
会
計
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聖域を設けず　計画的に　市民に公表しながら　全庁を挙げて　決断力をもって　取り組みます 

雲南市行財政改革大綱の概要図 

市民との協働に
よるまちづくり
を進めます 

①情報公開を徹底
します 
②市政への市民参
加を進めます 

③市民活動を支援
します 

①市民の視点でサービ
スを見直します 
②市民サービスの質を
高めます 

③わかりやすい事務手
続に改善します 

④公共施設のサービス
向上を図ります 

⑤外部委託を進めます 

①市税等の歳入を確保します 
②地方債の借入を抑制します 
③受益者負担の適正化を進
めます 
④内部管理経費を徹底して
削減します 

⑤施策、事業及び補助金等を
見直します 

⑥効果的かつ自律的な予算
編成方式を確立します 

⑦公営企業及び特別会計の
健全化を図ります 

①行政評価制度を導入します 
②総合行財政システムを確立
します 
③組織機構の見直しと定員管
理の適正化を進めます 

④公共施設の適正配置につ
いて見直しを進めます 
⑤第三セクター等の見直しを進
めます 
⑥広域行政への取り組みを進
めます 
⑦電子市役所への取り組みを
進めます 

①市民に信頼される
職員をめざします 

②接遇日本一をめざし
ます 
③課題に柔軟に対応
できる人事制度を
つくります 
④給与制度を見直し
ます 
⑤風通しのよい職場
環境をつくります 

市民本位の視点で
サービスを 
見直します 

適正な財源確保に努め、 
将来に向けて継続可能な 
財政運営を行ないます 

時代の変化に対応できる 
行政の仕組みを 
つくります 

人材育成を 
進めます 

●地方分権型社会への移行 
●少子・高齢化の進行 
●市民活動の活発化 
●環境重視社会への移行 

●構造的な収支不足 
●税財政制度改革による地方
への影響 

●社会資本整備に伴う公債費
負担の増 

●新しいまちづくりに向けた改革
のチャンス 

●合併後の市政の早期一本化 

社会環境の変化、厳しい財政状況への対応のために新しい行政の仕組みづくりが必要 

基 本 方 針  
「市民が主役の自治」を理念とし、新しい行政の

仕組みをつくります 情報公開を徹底します 

地方分権を推進します 

改革の5つの柱 

将来に責任を持つ 
市政運営を進めます 

12
月
19
日
、
第
２
回
雲
南
市
行
財

政
改
革
推
進
会
議
が
木
次
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
長
か
ら
推
進
会
議
に

対
し
、
市
の
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

諮
問
（
意
見
を
聴
く
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

会
議
で
は
、
市
の
担
当
者
か
ら
、

今
後
、
市
が
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
く
上
で
の
指
針
と
な
る
①
行

財
政
改
革
大
綱
の
素
案
の
説
明

と
、
②
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、

③
第
三
セ
ク
タ
ー
事
業
等
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
基
本
方
針
、
④
枠
配
分

予
算
編
成
方
式
の
導
入
及
び
職
員

等
の
人
件
費
削
減
な
ど
の
個
別
課

題
の
取
組
状
況
の
説
明
が
あ
り
、

行
革
大
綱
素
案
を
中
心
に
各
委
員
か

ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
議
論
を
進
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
政
策
の
立
案
す

る
際
、
そ
の
案
を
公
表
、
こ
の
案
に

対
し
て
広
く
市
民
等
か
ら
の
意
見
を

募
集
す
る
）
で
の
意
見
等
を
踏
ま
え

て
推
進
会
議
と
し
て
の
意
見
を
ま
と

め
、
２
月
中
に
市
長
へ
の
答
申
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

◎
保
母
武
彦
、
○
笠
井
耕
助
、

○
吉
原
一
文
、
笠
松
浩
樹
、

小
山
義
弘
、
中
澤
典
子
、

小
田
川
美
由
紀
、
須
山
光
子
、

半
田
宏
平
、
佐
藤
　
季

◆
基
本
方
針
の
中
で
、
解
決
す
べ
き
課
題

を
も
っ
と
明
確
に
す
べ
き
。
何
が
問
題

か
、
ど
こ
が
悪
い
の
か
が
不
明
確
な
た

め
、
市
民
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
自
分

の
こ
と
と
し
て
捉
え
に
く
い
の
で
は
な

い
か
。

◆
こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
新
し
い
仕
組
み
を
つ

く
る
と
い
う
問
題
解
決
型
の
方
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。
理
念
か
ら
よ
り
も
現

状
か
ら
始
め
る
方
が
よ
い
。

◆
ス
ト
レ
ー
ト
に
課
題
を
出
す
べ
き
。
合

併
し
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
広
大
な
面
積
、
職
員
の
人
数
や
給

与
、
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
、
も
っ
と
具

体
的
に
分
か
り
や
す
く
す
れ
ば
、あ
あ
、

そ
ん
な
に
苦
し
い
な
ら
我
々
も
努
力
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
あ
れ
も
こ
れ
も
書
い
て
あ
る
か
ら

分
か
り
づ
ら
い
。

◆
職
員
数
や
給
与
な
ど
に
つ
い
て
同
規
模

の
他
市
と
の
比
較
が
必
要
。
雲
南
市
だ

け
の
話
で
は
真
の
こ
と
が
わ
か
ら
な

い
。
標
準
レ
ベ
ル
と
か
基
準
を
し
め
す

必
要
が
あ
る
。

◆
事
業
者
に
と
っ
て
、
自
分
が
し
た
仕
事

に
対
す
る
報
酬
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
は

非
常
に
き
つ
い
。
給
与
の
減
額
に
つ
い

て
職
員
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
知
り
た
い
。
市
の
職
員
と
し
て

痛
み
を
伴
い
な
が
ら
も
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
続
け
て
い
く
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

◆
民
間
企
業
に
比
べ
て
、
行
政
は
ま
だ
ま

だ
改
革
の
痛
み
が
不
足
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
危
機

感
を
持
ち
、
意
識
改
革
を
行
う
こ
と
が

大
切
。
10
万
円
あ
る
い
は
100
万
円
を

使
っ
て
何
を
し
た
ら
市
民
に
本
当
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
真
剣

に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
民
間
企

業
で
あ
れ
ば
、
ど
う
す
れ
ば
商
品
が
売

れ
る
の
か
、
そ
の
手
段
を
真
剣
に
考
え

る
。

◆
給
与
の
減
額
は
生
活
に
関
わ
る
大
変
な

こ
と
。
し
か
し
、
中
央
と
地
方
、
大
企

業
と
中
小
・
零
細
企
業
、
当
然
の
こ
と

と
し
て
民
間
に
お
い
て
は
格
差
が
あ
る

が
公
務
員
に
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
他
市

で
問
題
に
な
っ
た
互
助
会
へ
の
公
費
支

出
や
職
員
駐
車
場
の
料
金
徴
収
な
ど
雲

南
市
の
状
況
が
市
民
に
は
わ
か
ら
な

い
。
雲
南
市
は
こ
う
な
ん
で
す
よ
と
積

極
的
に
公
表
す
る
こ
と
で
一
体
感
が
生

ま
れ
る
。

◆
行
政
側
は
い
ろ
い
ろ
な
手
段
・
機
会
を

通
じ
て
情
報
を
公
開
し
て
い
る
つ
も
り

で
も
、
実
際
は
思
っ
て
い
る
ほ
ど
市
民

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で

は
な
い
か
。
自
己
満
足
で
終
わ
っ
て
い

る
面
が
あ
る
。

◆
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
自
ら

情
報
を
と
る
姿
勢
が
な
い
と
き
り
が
な

い
世
界
。
い
く
ら
ペ
ー
パ
ー
を
た
く
さ

ん
配
っ
て
も
読
ま
な
い
も
の
は
読
ま
な

い
。
市
民
と
の
接
点
を
つ
く
る
こ
と
、

そ
う
い
う
仕
組
み
づ
く
り
が
大
事
。

◆
行
政
の
職
員
が
批
判
の
矢
面
に
立
っ
て

い
る
が
、
我
々
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側

の
市
民
も
考
え
方
を
変
え
な
い
と
い
け

な
い
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
使
用
料
な

ど
利
用
者
の
直
接
負
担
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
全
体
で
税
金
に
よ
り
間
接
的

に
負
担
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
市

民
も
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
あ
り
方
、
負
担

の
公
平
性
に
つ
い
て
考
え
、
市
民
レ
ベ

ル
の
発
想
の
転
換
を
し
て
い
く
時
代
に

な
っ
て
い
る
。

◆
素
案
の
内
容
は
行
政
の
本
来
の
姿
。
今
、

あ
ら
た
め
て
理
想
と
し
て
掲
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
今
ま
で
市

民
と
行
政
に
何
が
足
り
な
か
っ
た
か
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。「
お
ん
ぶ
に
だ

っ
こ
」
で
行
政
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い

と
い
う
住
民
側
の
考
え
も
あ
っ
た
し
、

行
政
は
、「
こ
こ
ま
で
し
て
や
っ
て
い

る
か
ら
そ
れ
以
上
言
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
な
考
え
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

◆
「
協
働
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、

そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
、
市
民
も
職
員
も
も
っ
と
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
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「
生
命

い
の
ち

と
神
話
が
息
づ
く
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

聖
域
を
設
け
ず
計
画
的
に
市
民
に
公
表
し
な
が
ら
全
庁
を
挙
げ
て
決
断
力
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

行
財
政
改
革
推
進
委
員

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
◎
会
長
・
○
副
会
長
）

行
財
政
改
革
推
進
委
員

か
ら
の
意
見
要
旨

◆
市
民
と
し
て
は
予
算
編
成
の
時
点
で
参

画
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
市
民
が
自
ら
の
地
域
の
活

性
化
に
参
画
す
る
こ
と
が
必
要
。
予
算

が
決
ま
る
ま
で
の
と
こ
ろ
で
市
民
に
考

え
て
も
ら
う
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
。
鳥
取
県
で
は
予
算
編
成

の
段
階
か
ら
情
報
公
開
し
て
い
る
。

◆
枠
配
分
予
算
編
成
は
新
し
い
試
み
と
し

て
評
価
す
る
が
、
悪
く
言
え
ば
密
室
会

議
で
決
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心

配
な
部
分
も
あ
る
。
何
で
も
か
ん
で
も

金
が
な
い
か
ら
出
来
な
い
で
済
ま
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
市
民

の
意
見
を
聞
き
、
真
に
市
民
が
必
要
と

し
て
い
る
も
の
が
選
択
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
編
成
過
程
の
透
明
性
の
確
保
が

必
要
。

◆
改
革
を
進
め
る
上
で
は
、
市
民
参
加
に

よ
る
行
政
評
価
が
大
事
。
評
価
し
て
良

い
点
と
悪
い
点
が
明
確
に
な
る
よ
う
な

制
度
を
つ
く
ら
な
い
と
問
題
は
解
決
し

な
い
。

◆
事
業
の
選
択
に
際
し
て
透
明
性
を
も
っ

て
市
民
の
意
見
を
反
映
し
、そ
し
て
結
果

に
つ
い
て
も
市
民
参
加
に
よ
り
事
後
評

価
で
き
る
制
度
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
。

中
に
は
一
生
懸
命
良
い
案
だ
と
思
っ
て

や
っ
て
も
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
一
切
失
敗
す
る
な
と
言
え
ば
、
み

ん
な
縮
こ
ま
っ
て
何
も
や
ら
な
い
。
前

向
き
で
失
敗
す
る
の
は
仕
方
が
無
い
。

事
後
評
価
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
け
ば

定
着
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

写真は第1回会議の様子



昨
年
末
、
広
島
県
や
栃
木
県
で

女
児
殺
害
事
件
が
相
次
ぎ
、
12
月

27
日
、
子
ど
も
の
安
全
対
策
を
推

進
す
る
た
め
「
雲
南
地
域
子
ど
も

安
全
セ
ン
タ
ー
」
を
市
役
所
教
育

委
員
会
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
安
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

や
教
育
委
員
会
、
警
察
の
職
員
を

配
置
し
、
①
子
ど
も
に
関
す
る
相

談
・
支
援
業

務
、
②
少
年
の

健
全
育
成
活
動

（
各
種
啓
発
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
連
携
）
、

③
学
校
・
通
学

路
の
安
全
確
保

（
パ
ト
ロ
ー

ル
・
防
犯
訓

練
・
安
全
点
検

な
ど
）
を
行
う

ほ
か
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く

り
事
業
と
合
わ

せ
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に

育
つ
地
域
づ
く

り
を
し
て
い
き
ま
す
。

開
所
式
に
は
、
市
関
係
者
や
雲

南
警
察
署
員
な
ど
が
出
席
。
は
じ

め
に
、
土
江
博
昭
教
育
長
が
「
最

近
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全

が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
、
地
域
で
安
心
・
安
全
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
地
域
が
一
体
と

な
り
、
連
携
し
合
い
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

雲
南
地
区
の
青
少
年
に
関
す
る

犯
罪
状
況
の
説
明
に
続
き
、
石
原

憲
夫
雲
南
警
察
署
長
と
雲
南
市
・

奥
出
雲
町
・
飯
南
町
の
各
教
育
長

の
４
人
が
、
協
定
書
に
調
印
し
、

雲
南
地
域
子
ど
も
安
全
セ
ン
タ
ー

業
務
が
ス
タ
ー
ト
ま
し
た
。

１
月
10
日
か
ら
12
日
に
か
け
、

市
内
の
各
会
場
で
、
雲
南
市
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
・
危
機
管
理

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
今
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
活
動
時
に
お
け
る
、
不
審

者
へ
の
迅
速
・
的
確
な
対
応
に
よ

り
、
安
全
確
保
が
速
や
か
に
で
き

る
よ
う
に
と
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。３

日
間
の
研
修
に
は
、
居
場
所

づ
く
り
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
お

よ
そ
100
人
が
参
加
。
雲
南
警

察
署
生
活
安
全
刑
事
課
の
塚

本
薫
係
長
と
尾
添
千
賀
子
少

年
補
導
職
員
か
ら
実
技
を
ま

じ
え
な
が
ら
指
導
を
受
け
た

り
、
安
全
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

に
よ
る
安
全
対
策
の
再
確
認

を
し
た
り
し
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来

年
度
以
降
も
実
際
に
子
ど
も

の
居
場
所
で
活
動
す
る
ス
タ

ッ
フ
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

実
践
的
な
研
修
会
を
開
く
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

7 6

１
月
８
日
、
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ

ル
で
雲
南
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
消

防
団
員
1,409
人
が
防
火
・
防
災
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

式
で
は
速
水
市
長
の
式
辞
や
消
防
業
務
に
功

績
の
あ
っ
た
方
や
地
域
の
無
火
災
に
貢
献
さ
れ

た
分
団
な
ど
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
橋
日
出
男
団
長
が
「
今
年
は
、

島
根
県
の
消
防
操
法
大
会
が
雲
南
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
雲
南
市
消
防
団
全
団
員
が
消
防

技
術
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

今
年
も
、
融
和
と
勇
気
、
元
気
を
も
っ
て
職

務
を
全
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。

な
お
今
年
は
、
積
雪
に
よ
り
三
刀
屋
川
河

川
敷
で
の
一
斉
放
水
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
12
月
の
初
旬
・
中
旬
か
ら
、
ま
た
、

今
年
１
月
４
日
か
ら
降
り
積
も
っ
た
雪
で
、

雲
南
市
内
は
記
録
的
な
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
は
、
非
常
に
強
い
寒
気
が
断
続
的
に

流
れ
込
み
、
強
い
冬
型
の
気
圧
配
置
の
日
が

続
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
県
内
各
地
で
積

雪
の
最
大
値
記
録
を
更
新
。
１
月
８
日
時
点

で
、
吉
田
町
民
谷
地
区
で
は
、
170
cm
の
積
雪

を
記
録
し
ま
し
た
。

吉
田
町
内
在
住
の
方
も
「
近
年
に
な
い
積

雪
量
に
驚
い
て
い
る
。
三
八
豪
雪
の
時
よ
り

も
凄
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
雪
の
影
響
で
、
損
壊
す
る
家
屋

も
出
る
な
ど
市
内
各
地
で
豪
雪
被
害
が

出
た
ほ
か
、
道
路
の
除
雪
作
業
に
つ
い

て
も
、
12
月
期
の
稼
働
時
間
が
昨
年
１

年
分
の
稼
働
時
間
を
す
で
に
越
え
る
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
大
雪
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
道
路
除
雪
の
際
に
は
、
路
上
駐

車
及
び
資
材
等
の
放
置
は
し
な
い
で

下
さ
い
。
ま
た
、
除
雪
車
通
過
後
の

出
入
口
等
の
排
雪
に
つ
い
て
は
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

屋根からの雪下ろし作業をする姿も見られました。
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稲
わ
ら
製
の
民
具
は
、
古
く
か
ら

日
常
生
活
に
使
用
さ
れ
、
冬
仕
事
や

夜
な
べ
仕
事
と
し
て
製
作
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

影
山
さ
ん
も
子
ど
も
の
頃
か
ら
、

稲
わ
ら
細
工
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
、

そ
の
手
先
の
器
用
さ
か
ら
、
現
在
で

も
特
産
品
と
し
て
の
注
連
縄

し
め
な
わ

や
鶴
・

亀
・
宝
船
な
ど
の
縁
起
物
の
制
作
を

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
九
州
地
方
や
出
雲
市
内
の

神
社
の
大
注
連
縄
、
出
雲
大
社
へ
の

縁
起
物
の
奉
納
の
ほ
か
、
お
ろ
ち
湯

っ
た
り
館
に
展
示
し
て
あ
る
８
ｍ
の

巨
大
オ
ロ
チ
も
影
山
さ
ん
が
手
が
け

た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
巨
大
な
作
品
の
制
作
に

は
、
同
町
吉
田
地
区
で
わ
ら
細
工
を

制
作
す
る
古
居
力
男
さ
ん
や
古
居
貞

義
さ
ん
ら
と
協
力
し
て
仕
上
げ
ま

す
。影

山
さ
ん
は
、
稲
わ
ら
製
品
の
制

作
の
ほ
か
、
市
内
外
の
学
校
・
福
祉

施
設
や
稲
わ
ら
工
房
（
吉
田
町
吉
田

２
７
２
５
番
地
）
で
実
技
指
導
を
通

し
て
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
技
術
を
伝

え
て
い
ま
す
。

影
山
さ
ん
の
稲
わ
ら
製
品
に
使
用

す
る
稲
わ
ら
は
、
地
元
で
「
か
ら
す

も
ち
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
赤
も
ち
米

の
青
わ
ら
で
、
通
常
の
稲
よ
り
背
丈

が
高
く
、
張
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
材
料
と
な
る
青
わ
ら
は
、
近

く
の
田
ん
ぼ
で
収
穫
さ
れ
る
も
の
を

使
用
し
、
制
作
に
は
、
力
の
強
弱
や

微
妙
な
手
先
の
調
整
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

影
山
さ
ん
は
、
大
正
８
年
３
月
生

ま
れ
で
現
在
87
歳
。
そ
の
元
気
の
秘

訣
は
「
１
年
を
通
じ
て
携
わ
る
わ
ら

細
工
と
、
自
分
の
気
に
入
っ
た
も
の

が
で
き
上
が
る
喜
び
に
あ
る
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
影
山
さ
ん
は
、「
稲
わ
ら

節
」
や
「
俵
積
み
節
」
な
ど
、
わ
ら

細
工
に
関
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
唄
も

手
が
け
ら
れ
、
実
技
指
導
の
際
な
ど

に
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
詞
・
作
曲
　
影
山
茂
利

一
、
米
の
成
る
木
は
ー

粗
末
に
ゃ
な
ら
ぬ
ー

春
の
卯
月
に
　
田
ん
ぼ
に
入
り

雨
や
嵐
に
ー
　
耐
え
て
育
っ
て

お
米
を
作
る
ー

サ
イ
シ
ョ
ネ
ー
　
サ
イ
シ
ョ
ネ
ー

二
、
其
の
後
の
稲
わ
ら
ー

草
履
や
わ
ら
じ
草
鞋
ー

出
雲
大
社
に
　
鶴
亀
上
が
る

八
俣
大
蛇
ー
や
ー

村
の
繁
盛
と
宝
の
船
も
ー

サ
イ
シ
ョ
ネ
ー
　
サ
イ
シ
ョ
ネ
ー

※
３
番
も
あ
り
ま
す

◆
　
◆
　
◆

元
気
な
影
山
さ
ん
の
手
仕
事
に
よ

る
、
昔
な
が
ら
の
あ
た
た
か
み
の
あ

る
作
品
は
、
稲
わ
ら
工
房
（

０
８

５
４
―
７
４
―

０
２
２
３
）
で
展
示
・

販
売
し
て
い
ま
す
。

影
山
さ
ん
と
わ
ら
細
工

独
特
の
稲
わ
ら

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
に
根
付
い
て
い
る
伝
統
工
芸
や

地
域
な
ら
で
は
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。 わ
が
ま
ち
の巧た

く

み

「
わ
ら
工
芸
士
　
伝
承
の
稲
わ
ら
製
品
」

今
月
は
、
吉
田
町
民
谷
地
区
に
お
住
ま
い
で
、
吉
田
町
の
特
産
品
で
も

あ
る
稲
わ
ら
製
品
の
制
作
と
伝
統
技
術
の
伝
承
活
動
を
し
て
い
る
影か
げ

山や
ま

茂し
げ

利と
し

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

元
気
の
秘
訣

稲
わ
ら
節
（
磯
節
調
）
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雲
南
市
で
は
、
11
月
22
日
、
道

路
利
用
者
の
視
点
か
ら
交
通
環
境

の
点
検
、
見
直
し
を
行
な
う
こ
と

を
目
的
と
し
、
大
東
町
海
潮
地
内

の
交
通
安
全
総
点
検
を
実
施
し
ま

し
た
。

点
検
箇
所
の
選
定
に
は
、
市
内

で
通
学
時
間
帯
に
3000
台
を
超
す
車

輌
が
通
行
し
、
事
故
が
毎
年
多
発

し
て
い
る
主
要
地
方
道
松
江
・
木

次
線
と
県
道
大
東
･
東
出
雲
線
の

２
路
線
を
中
心
と
す
る
点
検
エ
リ

ア
を
設
定
。
島
根
県
、
警
察
署
な

ど
の
関
係
機
関
と
協
議
す
る
中
、

点
検
テ
ー
マ
を
「
海
潮
小
学
校
･

中
学
校
通
学
路
を
中
心
と
し
た
交

通
安
全
総
点
検
」
と
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
点
検
は
、
通
学
者
、

保
護
者
、
高
齢
者
代
表
、
地
域
沿

線
住
民
、
交
通
安
全
協
議
会
な
ど

が
参
加
し
、
実
際
の
通
学
時
間
帯

に
合
わ
せ
約
40
人
の
参
加
者
が
、

２
班
に
別
れ
通
学
路
沿
線
を
実
際

に
歩
き
、
危
険
な
箇
所
が
な
い
か

詳
細
な
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
実
際
に
通
学

時
間
帯
に
歩
道
を
歩
い
て
み
る
と
、

体
の
近
く
を
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た

車
が
た
く
さ
ん
通
過
す
る
の
で
怖

い
。」「
危
険
な
状
況
で
子
供
た
ち

が
毎
日
通
っ
て
い
る
こ
と
を
肌
身

で
感
じ
た
。」
な
ど
の
生
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
稚
園
、
小
、
中
学
生

へ
は
、
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
が
実
施
さ

れ
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
意
見
も
含

め
、
通
学
路
全
般

の
危
険
箇
所
の
把

握
を
行
な
い
ま
し

た
。こ

う
し
た
結

果
、
歩
道
内
の
段

差
や
幅
員
の
改

善
、
歩
道
へ
の
車

輌
の
乗
り
上
げ
防

護
柵
の
設
置
、
歩

道
の
新
設
必
要
箇
所
や
横
断
歩
道

の
新
設
の
他
、
は
み
出
し
禁
止
や

速
度
制
限
区
間
の
見
直
し
検
討
の

必
要
性
な
ど
60
件
を
超
す
指
摘
事

項
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
指
摘
事
項
を
ま
と
め
た
点
検
結
果
を
島
根
県
へ
提
出
し
、
今
後
、

毎
年
１
回
の
改
善
状
況
に
つ
い
て
の
追
跡
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
危
険
箇

所
の
改
善
に
は
、
市
、
県
、
警
察
署
な
ど
が
連
携
し
て
改
善
策
を
講
じ
る
こ

と
に
合
わ
せ
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
意
向
調
整
を
図
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
改
善

を
進
め
て
ゆ
く
内
容
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
道
路
利
用
者
の
視
点
を
重
視
し
た
安
全
点
検
の
意
識
を
地
域
に
広

げ
、
雲
南
市
全
体
の
交
通
安
全
の
向
上
に
結
び
つ
く
取
り
組
み
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

平
成
　
年
度
雲
南
市
交
通
安
全
総
点
検
実
施

平
成
　
年
度
雲
南
市
交
通
安
全
総
点
検
実
施 
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平
成
　
年
度
雲
南
市
交
通
安
全
総
点
検
実
施

平
成
　
年
度
雲
南
市
交
通
安
全
総
点
検
実
施 

17

平
成
　
年
度
雲
南
市
交
通
安
全
総
点
検
実
施 

17

◆歩道内段差の解消
◆歩道脇の転落防護
◆横断帯への夜間照明の必要性
◆横断歩道の必要箇所
◆歩道新設の必要箇所
◆自転車通行帯の必要箇所
◆歩道内の支障物件（支柱・ゴミ箱）
◆はみ出し禁止及び速度制限の見直し
◆一時停止規制の検討・区画線の補修

など

地
域
、
利
用
者
の
視
点
で
の
交
通
安
全
向
上
を

主な点検指摘項目



【お問い合わせ先】情報政策課 　0854―40―1015　E-Mail:jyouhouseisaku＠city．unnan．shimane．jp

写真にコメント30字程度を添え、郵送またはメールで2月7日（火）までに 
情報政策課へお願いします。 

門
脇
真
治
さ
ん
・
恵
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

想真くん 
そう ま 

（大東町下阿用） 
平成17年2月17日生まれ 

1歳おめでとう！これからもいっ
ぱい食べて遊んで大きくなって
ね　 

佐
藤
哲
也
さ
ん
・
美
由
紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

里奈ちゃん 
り な 

（三刀屋町下熊谷）　 
平成17年2月9日生まれ 

おてんば娘の里奈ちゃん！お兄
ちゃんに負けないぐらい、元気
な子に育ってね 

岡
田
啓
さ
ん
・
修
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

拳伸くん 
けん しん 

（木次町里方） 
平成17年2月20日生まれ 

1歳おめでとう　たくましく、優
しい男の子に育ってね！ 

佐
藤
修
二
さ
ん
・
仁
見
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

里菜ちゃん 
り な 

（大東町新庄） 
平成17年2月7日生まれ 

笑顔がPrettyな里菜ちゃん 
明るく元気に育ってね★ 

カースティン・マクガリティ 

皆さん明けましておめでとうございます！カースティンです。
皆さんはお正月の間に家族と一緒に時間を楽しく過ごして、

リラックスできましたか？私はクリスマスとお正月はイギリス
に帰って、とても楽しかったです。イギリスでは、クリスマス

は一番大切なお祝いで、11月の上旬から全ての店でクリスマスの装飾と歌が流れます。
子供だけではなくて、大人もわくわくします。クリスマスのオフィス・パーティーが
多くて（忘年会と似ています）、ばらばらに住んでいる友達も地元に帰って、パブ
（イギリスの居酒屋）で再会します。私は、クリスマスの日、お姉さんの家に行って、
義理の兄、姪、甥、両親ともう一人のお姉さんと過ごしました。クリスマス・プレセ

ントを開けた後で、皆で美味
しいクリスマス・ディナーを
食べました。
イギリスでは大みそかに家で家族と一緒に過ごすか、パブ等で｢New
Years Eve Party｣に出かけます。皆でカウントダウンをして、真夜
中になったら、皆は｢Happy New Year！｣を言いながら、友達を抱き
しめたり、キスしたりし
ます。それから手を繋ぎ
ながら、｢Auld Lang
Syne｣というイギリスの
伝統的な大みそかの曲を
歌います。
多くのイギリス人はお

正月の時に新年の決意という意味の｢New Years Resolution（新年の誓い）｣
をたてます。人々はクリスマスの間にお酒を飲み、チョコレートなどを食べすぎ
る傾向がよくあるので、多くの人はもっと健康になるための｢New Years
Resolution｣をたてます。しかし、イギリスの研究によると1年の中で１番気落ち
する日は1月24日だそうです。なぜかと言うとクリスマスの後でお金がなくて、天気が悪くて、多くの人は新年の決意をもう投
げ出してしまうからです。でも、皆さん、元気を出して、すぐに春になりますよ！
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１
月
８
日
に
、
雲
南
市
消
防
出

初
式
が
ア
ス
パ
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雪
の

た
め
一
斉
放
水

が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
雪
に
も
負
け
な
い
団
員
の

皆
様
の
規
律
厳
正
に
し
て
元
気
な
姿
に
接
し
、
頼

も
し
く
心
強
く
思
っ
た
次
第
で
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
団
員
の
皆
様
は
、
普
段
の
仕

事
を
持
ち
な
が
ら
消
防
団
活
動
に
従
事
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
消
防
団
は
市
内
で
最
大
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
集
団
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
雲
南
市
を
担

う
人
材
集
団
で
す
。

先
日
、
ニ
ー
ト
（
無
業
者
・
職
に
つ
い
て
い
な

い
ま
た
は
学
生
で
は
な
い
人
の
略
称
）
を
自
称
す

る
方
が
、
ニ
ー
ト
は
何
故
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
、
と
反
論
し
て
い
る
テ
レ
ビ

番
組
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
の
方
の
、
健
康
な
社
会
人
で
あ
れ
ば
社
会
人

と
し
て
の
義
務
と
責
任
を
果
た
し
て
こ
そ
国
民
と

し
て
の
権
利
を
主
張
で
き
る
。
働
き
も
せ
ず
税
金

も
納
め
ず
国
民
の
権
利
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
社

会
で
は
通
用
し
な
い
、
と
の
コ
メ
ン
ト
に
納
得
し

た
よ
う
で
し
た
。

消
防
団
活
動
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
強
く

し
社
会
へ
貢
献
す
る
素
晴
ら
し
い
組
織
で
す
。
そ

う
し
た
雲
南
市
消
防
団
活
動
の
更
な
る
発
展
を
心

か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。（

雲
南
市
長

速
水
雄
一
）

2
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
一
週

間
は
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
で
す
。

日
本
人
の
三
大
死
因
は
、
が
ん
・

脳
卒
中
・
心
臓
病
の
生
活
習
慣
病
に

よ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
習
慣
病
予
防

に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
を
重
点

的
に
行
い
、
予
防
対
策
を
一
層
推
進

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
週
間
で

す
。今

年
度
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
た
予
防
対
策
に
重

点
を
置
い
て
、

1
に
運
動

2
に
食
事

し
っ
か
り
禁
煙

最
後
に
ク
ス
リ

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
展
開
さ
れ

ま
す
。

過
食
や
運
動
不
足
に
よ
る
肥
満

（
特
に
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た
内

臓
脂
肪
型
肥
満
）
と
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
が
重
複
し
て

い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
一
つ
を
発
症
す
る
と

他
を
合
併
し
や
す
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

症
状
は
軽
度
で
あ
っ
て
も
、
多
く
を

合
併
す
る
ほ
ど
動
脈
硬
化
を
促
進
し

ま
す
。

そ
し
て
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
、
脳

梗
塞
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
な
ど
重

大
な
病
気
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
生
活
習
慣
が
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
生
活
習
慣
を
ち
ょ
っ
と
改

善
す
る
こ
と
で
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら

し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
食
事
は
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
る

②
間
食
を
よ
く
摂
る

③
料
理
に
砂
糖
を
よ
く
使
う

④
濃
い
味
付
け
が
好
き

⑤
緑
黄
色
野
菜
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

⑥
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
好
ん
で
食
べ

る
⑦
普
段
か
ら
階
段
を
使
う
こ
と
が
少

な
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
に
乗

っ
て
し
ま
う

⑧
運
動
の
習
慣
が
な
い

⑨
ス
ト
レ
ス
解
消
に
お
酒
を
飲
む
こ

と
が
多
い

⑩
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る

11

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）と
は
？

こ
ん
な
生
活
を
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
ま
ず
あ
な
た
の
生
活
習
慣

を
振
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
に
運
動

2
に
食
事

し
っ
か
り
禁
煙

最
後
に
ク
ス
リ

生
活
習
慣
病
予
防
週
間

当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
人
は
要

注
意
で
す
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
善
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

2月
1～7日

生活習慣を 
見直しましょう 



ビ
リ
オ
ネ
ア
大

学
は
、
ラ
メ
ー
ル

を
中
心
に
活
動
を

続
け
て
い
る
音
楽

劇
サ
ー
ク
ル
で
、

今
年
の
「
M
O
M

O
の
M
O
M
O
」

で
、
実
に
11
本
目

の
公
演
と
な
り
ま

す
。現

在
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
約
100
名
の
団
員
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
振
付
け

や
台
詞
の
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
作
品

は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
団
員
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
良

く
、
意
欲
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
2
月

18
日
（
土
）、
19
日

（
日
）
の
両
日
公
開

さ
れ
る
作
品
の
上

演
が
楽
し
み
で

す
。

今
年
も
恒

例
の
元
旦
マ

ラ
ソ
ン
が
掛

合
町
で
行
わ

れ
、
約
130
人

の
参
加
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
走

り
初
め
を
し

ま
し
た
。

コ
ー
ス
上
の
路
面
が
凍
る
ほ
ど
肌
寒
い
中
で
し
た

が
、
掛
合
体
育
館
を
出
発
し
た
参
加
者
は
、
ゴ
ー
ル

の
狭
長
神
社
へ
到
着
す
る
と
、
全
員
で
今
年
１
年
の

無
病
息
災
を
祈
念
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地

元
掛
合
町
掛

合
の
研
谷

誠
さ
ん
・
原

寛
治
さ
ん
・

杉
原
秀
雄
さ

ん
は
、
今
年

で
31
回
目
を

迎
え
る
元
旦

マ
ラ
ソ
ン
に

毎
年
参
加
し

て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

大
晦
日
か
ら
新

年
に
か
け
、
三
刀

屋
町
の
峯
寺
と
峯

寺
遊
山
荘
で
は
、

た
い
ま
つ
行
列
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参

拝
者
が
順
番

に
鐘
楼
堂
で
「
除

夜
の
鐘
」
を
つ
い

た
後
、
新
年
を
迎

え
た
午
前
０
時
、
参
拝
者
は
、
用
意
さ
れ
た
た
い
ま
つ

を
持
ち
、
三
刀
屋
太
鼓
の
演
奏
が
響
く
中
、
遊
山
荘
ま

で
の
約
２
０
０
ｍ
を
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
遊
山
荘
前
で
は
、
鏡
割
り
、
餅
つ
き
、
豚
汁

な
ど
で
身
体
を
温
め
、
新
年
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
「
戌
」

や
正
月
に
ち
な
ん
だ

「
寿
」
の
文
字
を
か
た

ど
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
、
木
次
町
内
の

西
日
登
と
中
谷
地
区
に

お
目
見
え
、
正
月
期
間

中
、
そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

西
日
登
地
区
で
は
、

地
域
内
の
有
志
が
集
ま
っ
た
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
「
呑
希

明
逞
（
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
）」
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
、
そ
の
年
の

干
支
を
電
飾
す
る
取
り
組
み
を
、
平
成
８
年
年
末
か
ら
毎

年
続
け
、
地
元
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
中
谷
地
区
で
は
、
地
域
の
人
が
健
康
で
あ
る
こ

と
を
願
い
、
ま
た

地
域
起
こ
し
の
一

環
と
し
て
、
寿
の

文
字
な
ど
地
区
内

３
か
所
へ
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
作

り
に
取
り
組
ま
れ

た
ほ
か
、
地
域
内

の
道
路
沿
い
に
手

づ
く
り
の
門
松
を

設
置
し
、
新
た
な

年
を
迎
え
ま
し
た
。

1／ 1

12／ 31

峯峯峯峯
寺寺寺寺
のののの
火火火火
祭祭祭祭
りりりり

元元元元
旦旦旦旦
ママママ
ララララ
ソソソソ
ンンンン

田
井
小
学
校
の
児
童
ら
が
手
が
け
、
ふ
る
さ
と
の

自
然
や
生
き
物
な
ど
を
歌
に
綴
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ

Ｄ
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
Ｃ
Ｄ
は
、
学
校
近
く
の
深
野
川
に
す
む
ホ
タ

ル
の
調
べ
学
習
を
通
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
歌
に
し
て

記
録
に
残
そ
う
と
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
平
成
15

年
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ
に
続
く
、
第
２
弾
と
し
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

田
井
小
学
校
で
は
、「
保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち
か

ら
も
好
評
だ
っ
た
の
で
、
身
近
な
自
然
や
地
域
の
文

化
な
ど
を
綴
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ
を
今
後
も
機
会

が
あ
れ
ば
制
作
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 ふふふふ

るるるる
ささささ
とととと
オオオオ
リリリリ
ジジジジ
ナナナナ
ルルルル
CCCC
DDDD

田田田田
井井井井
小小小小
学学学学
校校校校

ララララ
イイイイ
トトトト
アアアア
ッッッッ
ププププ
でででで

正正正正
月月月月
のののの
夜夜夜夜
をををを
演演演演
出出出出

昭
和
58
年
か
ら

続
く
正
月
の
恒
例

行
事
・
か
る
た
大

会
が
幡
屋
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
地

元
の
小
学
生
32

人
・
16
組
が
、
か

る
た
と
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
る
た
は
、
く

に
び
き
国
体
記
念
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
郷

土
の
歴
史
や
文
化
、
旧
跡
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

取
り
札
を
囲
む
み
ん
な
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も

の
。
会
場
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
ハ
イ
ッ
」
と
い

う
元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

1／ 4

13 12

一
年
の
健
康
健
康
は
元
旦
か

元
旦
か
ら 

一
年
の
健
康
健
康
は
元
旦
か

元
旦
か
ら 

一
年
の
健
康
は
元
旦
か
ら 

た
い
ま
つ
行
列
行
列
で
新
年
を
祝

新
年
を
祝
う 

た
い
ま
つ
行
列
行
列
で
新
年
を
祝

新
年
を
祝
う 

た
い
ま
つ
行
列
で
新
年
を
祝
う 

第第第第
22220000
回回回回
子子子子
どどどど
もももも
かかかか
るるるる
たたたた
大大大大
会会会会

お
正
月
正
月
の
遊
び 

お
正
月
正
月
の
遊
び 

お
正
月
の
遊
び 

【大会結果】敬称略・いずれも西小学校

優　勝 藤原千明（５年）・山本良太（４年）

準優勝 門脇恵美（６年）・田部友深
ゆ　み

（４年）

Ｃ
Ｄ
に
は
児
童
た
ち
の
合
唱
や
合
奏
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

MMMM
OOOO
MMMM
OOOO
のののの
MMMM
OOOO
MMMM
OOOO

今
年
今
年
の
ビ
リ
オ
ネ
ア
は 

今
年
今
年
の
ビ
リ
オ
ネ
ア
は 

今
年
の
ビ
リ
オ
ネ
ア
は 

10
周
年
を
迎
え
た
こ
の
行
事
に
は
、
お
よ
そ
140
人
の
参
拝
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。



15 14

◎
叙
勲
受
章

旭
日
単
光
章

故
加
藤
　
昌
さ
ん

（
平
成
17
年
12
月
５
日
死
去
・
加
茂
町
南
加
茂
）

多
年
に
わ
た
り
旧
加
茂
町
議
会
議
員
と
し

て
、
地
域
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り

叙
勲
の
栄
誉
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
祝
意

を
表
し
ま
す

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

住
民
税
の
申
告
相
談
を
例
年
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
住
民
税
の
基
礎
と
な
る
ほ
か

所
得
証
明
の
資
料
と
な
る
も
の
で
重
要
な
も
の

で
す
。

こ
の
申
告
が
さ
れ
な
い
場
合
、
住
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
、
保
育
所
保
育
料
、
公
営
住
宅

使
用
料
、
介
護
保
険
料
、
老
齢
福
祉
年
金
・
児

童
手
当
等
の
給
付
な
ど
の
算
定
が
正
し
く
で
き

な
い
ほ
か
、
学
校
授
業
料
軽
減
、
国
民
年
金
保

険
料
免
除
、
扶
養
認
定
な
ど
に
必
要
に
な
る
所

得
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
別
に
配
布
し
ま
す
「
所
得
の
申
告
相

談
に
つ
い
て
」
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
2
月
16
日（
木
）〜
3
月
15
日（
水
）

【
場
所
】
旧
町
村
の
区
域
ご
と
に
1
〜
2
か
所

の
会
場
で
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所

得
額
・
市
町
村
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
平
成
16
年
分
ま
で
の
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
で
は
、
納
付
し
た

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
所
得
税
法
等
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
平
成
17
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
場
合
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か
ら
送
付
さ

れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
ハ
ガ
キ
）
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
昨
年
の
11
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
証
明
内
容
は
昨

年
１
月
か
ら
９
月
末
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。
年
の
途
中
か

ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
以

降
に
本
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
方
に
つ

い
て
は
、
本
年
の
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
等
の
手
続
き
の

際
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
国
民
年
金
保

険
料
を
申
告
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明

書
や
領
収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
世
帯
主
は
世
帯
員
の
保
険

料
を
、
配
偶
者
は
他
方
の
配
偶
者
の
保
険
料
を

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
生
計

を
同
一
と
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納

付
し
た
方
の
所
得
税
等
の
控
除
額
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額

と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
は
ご
家
族
分
の
証
明
書
も
申
告
す

る
方
の
申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

雲
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

０
８
５
４
・
４
９
・
６
３
３
２

雲
南
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

０
８
５
４
・
４
２
・
３
３
９
１

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
、
雲
南
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
ご
み
処

理
手
数
料
（
直
接
搬
入
ご
み
に
係
る
も
の
）
が

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者

の
期
間
は
、
ご

自
身
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

国
民
年
金
保

険
料
は
１
か
月
１
３，
５
８
０
円
（
平
成
17
年

度
額
）
で
、
該
当
の
月
の
翌
月
末
日
ま
で
に
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
保
険
庁
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関

（
銀
行
、
郵
便
局
、
農
協
、
信
用
金
庫
等
）
や
、

社
会
保
険
事
務
所
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

現
金
で
納
め
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
ご
自
身
や
家

族
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
が
で
き
る
口
座
振

替
や
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
か
ら
の
電
子
納

付
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
便
利
に
な
り
ま
し

た
。国

民
年
金
保
険
料
は
、
次
の
よ
う
な
お
得
な

納
め
方
が
あ
り
ま
す
。

ま
と
め
て
納
め
て
お
得
【
前
納

ぜ
ん
の
う

】

国
民
年
金
保
険
料
を
１
年
分
ま
た
は
６
か
月

分
ま
と
め
て
支
払
う
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
を
４
月
末
に

ま
で
に
支
払
う
と
１
６
２，
９
６
０
円
が
１
６

０，
０
７
０
円
に
、
２，
８
９
０
円
の
お
得
で
す
。

４
月
分
か
ら
９
月
分
（
ま
た
は
10
月
分
か
ら
３

月
分
）
を
４
月
末
（
ま
た
は
10
月
末
）
ま
で
に

支
払
う
と
８
１，
４
８
０
円
が
８
０，
８
２
０
円

に
、
６
６
０
円
の
お
得
で
す
。

（
平
成
17
年
度
額
に
よ
る
参
考
額
）

早
く
納
め
て
お
得
【
口こ

う

座ざ

振
替

ふ
り
か
え

早
割

は
や
わ
り

納の
う

付ふ

】

口
座
振
替
制
度
を
利
用
、
か
つ
、
１
か
月
早

く
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
40
円
の
割
引
が

あ
り
ま
す
。（
平
成
17
年
度
額
に
よ
る
参
考
額
）

一
般
の
保
険
料
は
翌
月
末
日
の
納
付
、
早
割

の
保
険
料
は
当
月
末
日
の
納
付
で
す
の
で
、
早

割
納
付
開
始
の
月
は
２
か
月
分
の
保
険
料
が
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

ま
と
め
て
口
座
振
替
納
付
が
お
得

【
口
座
振
替
前
納
】

１
年
分
（
ま
た
は
６
か
月
分
）
を
口
座
振
替

に
よ
り
納
め
る
と
さ
ら
に
割
引
が
あ
り
ま
す
。

１
年
分
は
１
５
９，
５
４
０
円
（
６
か
月
分

は
８
０，
５
５
０
円
）
と
な
り
、
月
々
現
金
で

納
め
た
と
き
に
比
べ
る
と
３，
４
２
０
円
（
６

か
月
分
は
９
３
０
円
）
の
お
得
と
な
り
ま
す
。

（
平
成
17
年
度
額
に
よ
る
参
考
額
）

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
通
帳
・
印
鑑
を
お

持
ち
に
な
り
、
金
融
機
関
、
市
役
所
・
各
総
合

セ
ン
タ
ー
、
社
会
保
険
事
務
所
に
備
え
付
け
の

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）

申
出
書
」
に
「
早
割
・
前
納
」
等
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
各
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
事
務
所
で
処
理
を
し
た

翌
月
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
4
月
分
か
ら
の
口
座
振
替
前
納
を

ご
希
望
の
方
は
、
3
月
20
日
ま
で
に
「
国
民
年

金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」

を
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

既
に
口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納
を
さ
れ
て
い

る
方
は
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

国
民
年
金
の
資
格
取
得
日
に
よ
っ
て
は
、
直
近

の
口
座
振
替
前
納
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

現
金
に
よ
る
前
納
納
付
の
場
合
は
、
社
会
保

険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に
綴
ら
れ
て

い
る
前
納
用
納
付
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
社

会
保
険
事
務
所
で
も
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
。

※
平
成
18
年
度
の
保
険
料
額
は
、
１
３，
８
６
０

円
に
保
険
料
改
定
率
を
乗
じ
た
額
に
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
前
納
額
等
は
変
更
に
な
り
ま

す
。

※
電
子
納
付
に
は
、
金
融
機
関
と
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
契
約
等
が
必
要
で
す
。

産
業
振
興
部
農
林
振
興
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
１
５

サ
ル
の
農
作
物
へ
の
被
害
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
サ
ル
の
一
斉
駆
除
を
行
う
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

駆
除
に
は
、
銃
器
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
近

辺
を
通
行
さ
れ
る
方
は
、
十
分
に
ご
注
意
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
農
林
振

興
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
2
月
１９
日
（
日
）
早
朝
〜
午
前
中

◆
場
所
　
木
次
町
・
三
刀
屋
町
上
熊
谷
地
内

申
告
は
、
正
し
く
期
限
内
に

住
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

ご
み
処
理
手
数
料
改
定
の
お
知
ら
せ

（
大
東
町
・
加
茂
町
・
木
次
町
・
三
刀
屋
町
の
方
）

申
告
相
談
日
程

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料

控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
平
成
17

年
分
の
申
告
か
ら
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

社
会
保
険
庁
が
発
行
し
た
「
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
・
０
０
・
９
９
１
１
ま
で

（
平
成
18
年
３
月
17
日
ま
で
の
平
日
９
時
か
ら

17
時
ま
で
）

種　　　　　別 

可燃性 
廃棄物 

不燃性 
廃棄物 

10kgあたり 

42円 
10kgあたり 

84円 
10kgあたり 

42円 
10kgあたり 

84円 

手 数 料  

ごみ処理手数料 

一般家庭からの 
廃 棄 物  

事業所からの  
廃 棄 物  

一般家庭からの 
廃 棄 物  

事業所からの  
廃 棄 物  

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
）

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が

便
利
で
お
得
で
す

【同和問題】
日本社会の歴史的過程で形づくられた身分的差別によっ
て、国民の一部の人々が長い間、経済的、社会的、文化的
に低い状態を強いられてきました。同和問題は、これらの
人々が、今なお結婚を妨げられたり、就職で不公平に扱わ
れたり、その他、日常生活の上でいろいろな差別を受ける
という、重大な人権問題です。
政府が、1969（昭和44）年以降各種の特別対策を講

じてきた結果、実態的差別は大きく改善され、2002（平
成14）年には、特別対策も終了しました。
また、国や地方公共団体をはじめとした人権教育・啓発
の取組により、心理的差別についてもその解消が進んでき
ました。
しかし、いまだに差別事象が跡を絶っていません。この
問題の解決には、国民一人ひとりが同和問題について、一
層理解を深め、自らの意識を見つめ直すとともに、自らを
啓発していくことが必要です。

雲南市人権センター　　0854―42―1767

（財）人権教育啓発推進センター発行啓発資料から

一人ひとりを大切に
考えようあなたの人権 わたしの人権

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

サ
ル
の
一
斉
駆
除
に
つ
い
て

●
市
報
う
ん
な
ん
1
月
号
の
記
載
内
容
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

11
Ｐ
ス
ポ
ー
ツ
レ
ー
ダ
ー

し
お
か
ぜ
駅
伝

（
誤
）
三
刀
屋
町
　
稲
田
亮
介
（
３
区
）

←

（
正
）
三
刀
屋
町
　
稲
田
享
介
（
３
区
）

お詫びと訂正



厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課

ハ
ン
セ
ン
病
係

０
３
・
５
２
５
３
・
１
１
１
１

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
の
被
っ
た
精

神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
る
た
め
に
、
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
に
以
前
入
所
さ
れ
て
い
た
方
な
ど
に
対

し
、
補
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

平
成
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
国
立
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
等
に
入
所
さ
れ
て
い
た
方
で
、
平
成
13

年
６
月
22
日
の
時
点
で
生
存
さ
れ
て
い
る
方
。

【
補
償
金
請
求
期
限
】

平
成
18
年
６
月
21
日
（
水
）
ま
で
。
期
限
内
に

請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

請
求
書
の
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
厚
生
労

働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課
ハ
ン
セ
ン
病
係
ま
で

島
根
県
母
子
会
連
合
会
事
務
局

０
８
５
２
・
３
２
・
５
９
２
０

母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦
の
た
め
の
無
料
職

業
相
談
・
紹
介
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

《
職
業
紹
介
日
時
》

月
〜
金
曜
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

求
職
の
申
込
み
・
登
録
は
、
随
時
受
付
け
し

て
い
ま
す
。

ま
た
相
談
は
、
電
話
で
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
部
長
寿
障
害
福
祉
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
２

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
平
成
17
年
12
月
31
日
現
在
の
認
定
状
況
に

よ
り
、
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
の
障
害
者

控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

基
準
な
ど
詳
し
い
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
に
は
、
申
請
に

よ
り
控
除
の
対
象
者
で
あ
る
と
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

各
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
控
除
の
対
象
者
で
あ
る

か
ど
う
か
を
判
定
し
、
対
象
と
な
る
場
合
に
は

認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
書
に
よ
る
障
害
者
控
除
は
、
所
得

税
確
定
申
告
及
び
住
民
税
申
告
を
さ
れ
る
際
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
認
定
書
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
手
帳
の
所
持
に
よ
り

「
特
別
障
害
者
控
除
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
３
〜
６
級
の
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合

は
そ
の
手
帳
の
所
持
に
よ
り
「
障
害
者
控
除
」

が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
要
介
護
認
定
の
状
況
に

よ
り
、
こ
の
申
請
を
さ
れ
認
定
さ
れ
た
場
合
に

「
特
別
障
害
者
控
除
」
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
の
う

え
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
障
害
者
控
除
」
の
対
象
と
な
る
方

①
介
護
度
が
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け
て

い
て
、
主
治
医
意
見
書
の
「
痴
呆
性
老
人
の
日

常
生
活
自
立
度
」
が
Ⅱ
ａ
、
Ⅱ
ｂ
、
Ⅲ
ａ
、
Ⅲ

ｂ
と
判
定
さ
れ
た
方

「
特
別
障
害
者
控
除
」
の
対
象
と
な
る
方

①
介
護
度
が
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け
て

い
て
、
主
治
医
意
見
書
の
「
痴
呆
性
老
人
の
日

常
生
活
自
立
度
」
が
Ⅳ
、
Ｍ
と
判
定
さ
れ
た
方

②
介
護
度
が
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を
受
け
て

い
て
、
主
治
医
意
見
書
の
「
障
害
老
人
の
日
常

生
活
自
立
度
（
寝
た
き
り
度
）」
が
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、

Ｃ
１
、
Ｃ
２
と
判
定
さ
れ
た
方

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
た
方
が
平
成
17
年

中
途
で
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
最

終
の
認
定
状
況
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い
の
地
域

の
雲
南
市
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
長

寿
障
害
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
部
下
水
道
課

０
８
５
４
・
４
２
・
３
４
７
１

市
で
は
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、
及
び

水
洗
便
所
の
普
及
等
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
、
生
活
排
水
処
理
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
以
外
の
地
域

に
お
い
て
は
合
併
処
理
浄
化
槽
で
整
備
し
て
い

き
ま
す
。
平
成
18
年
度
に
設
置
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
設
置
申
し
込
み
】

申
し
込
み
期
間

予
定
基
数
に
な
る
ま
で
随
時
募
集
し
ま
す
。

大
東
地
区

大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課

０
８
５
４
・
４
３
・
８
１
６
６

加
茂
地
区

加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課

０
８
５
４
・
４
９
・
８
６
０
３

木
次
地
区

木
次
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
８
２

三
刀
屋
地
区

三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課

０
８
５
４
・
４
５
・
２
１
１
３
　

吉
田
地
区

吉
田
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課

０
８
５
４
・
７
４
・
０
２
１
３

掛
合
地
区

掛
合
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課

０
８
５
４
・
６
２
・
０
３
０
２

大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

０
８
５
４
・
４
３
・
８
１
６
８

雲
南
市
で
は
、
自
主
的
で
営
利
を
目
的
と
し

な
い
社
会
貢
献
活
動
を
促
進
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
図
る
た
め
、
旧
大
東
中
学
校
校
舎
跡

地
に
「
ま
ち
づ
く
り
役
場
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。入

居
に
は
「
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
て
市
の
認
定
が
必
要
で
す
の
で
、
希
望
さ

れ
ま
す
団
体
は
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
要
件
】

◎
雲
南
市
内
の
団
体
で
あ
る
こ
と

◎
活
動
が
非
営
利
で
あ
る
こ
と

◎
活
動
目
的
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
が
る

こ
と

◎
定
期
的
な
活
動
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

◎
雲
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
必
要
に
応
じ

て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
の
「
税
法
上
の
障
害
者
控
除
」

認
定
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等
に

対
す
る
補
償
金
制
度
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
　
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
希
望
者
募
集
に
つ
い
て

市
民
セ
ン
タ
ー
「
ま
ち
づ
く
り
役
場
」

の
入
居
者
募
集
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《
認
定
の
基
準
》

○
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
の
障
害
者

控
除
の
市
町
村
長
が
認
定
す
る
事
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
左
記
の
基
準
に
よ
り
「
障

害
者
控
除
」
ま
た
は
「
特
別
障
害
者
控
除
」

の
対
象
者
で
あ
る
こ
と
の
認
定
を
し
ま
す
。

申
し
込
み
先
一
覧

・
国
民
健
康
保
険
料
（
11
期
分
）

・
固
定
資
産
税
（
4
期
分
）

今月の税金

納
期
限
は
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

銅鐸の響き加茂弥生まつりは、「弥生」や「銅鐸」、「銅鏡」をモチーフに、古代体験や火まつりを内容とするオリジナ

リティー溢れるまつりです。平成18年のまつりを実施するにあたり、みなさんのキラリと光るアイディアを募集します。

【お問い合わせ・お申し込み先】銅鐸の響き加茂弥生まつり実行委員会事務局（加茂総合センター自治振興課）

0854-49-8601、FAX0854-49-7642 E-mail:kamo-jichi＠city.unnan.shimane.jp

「第3回銅鐸の響き加茂弥生まつり」に
キラリ☆と光るあなたのアイディアを提供してください

①まつりのメインイベント「火柱まつり」で高さ15ｍの柱に火をつける際のドラマティックな演出。

②これまで土器づくり・草木染・勾玉づくりなど子どもたちが喜ぶ古代体験ブースを運営してきましたが、

今度のまつりであなたがイメージする「古代」を実現してみませんか。おいしい古代食のアイディアも大

歓迎です。

募集内容：

１）対　　象 個人またはグループ（年齢・住所不問）

２）募集期間 平成18年1月25日～3月17日

３）応募方法 上記募集内容（①か②か明記）について提案書（書式自由）にて御提案ください。

内容によっては直接お尋ねすることがあります。

また、住所・氏名（代表者）・連絡先を明記ください。

提案書は下記へ郵送かFAX又はE-mailにてお届けください。

４）審査・発表 4月下旬

採用されたアイディアを提供いただいた方及び応募いただいた方の中から抽選で

3名様に記念品として雲南市特産品を差し上げます。

募集要領：

まちづくりフォーラム開催
〈総合計画市民案中間報告〉

市民参加により策定中の、
雲南市総合計画策定の中間
報告案を公表し、まちづく
りの方向性を幅広く市民の
皆様にお知らせし、意見を
伺うために、「まちづくりフ
ォーラム」を開催します。

総
合
計
画
と
は

と　き　2月19日（日）9：00～12：00
ところ　雲南市木次町木次「チェリヴァホール」
主　催　雲南市まちづくり会議
共　催　地域委員会・雲南市
※入場は無料です。
よりよいまちづくりのためぜひご参加ください。

雲南市のまちづくりの総合的な計画として、最

も上位に位置づけられるので、総合的、計画的

な行政運営を進めていく上での基本的な指針と

なるものです。

母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦
の
た
め
の

無
料
職
業
相
談
に
つ
い
て

【問】政策企画部政策推進課 0854ー40ー1011



【お問い合わせ先】大東税務署　　0854-43-2360

【お問い合わせ先】雲南市加茂文化ホール「ラメール」　　0854-49-8500【お問い合わせ先】三刀屋文化体育館アスパル　　0854-45-9222

【お問い合わせ先】 
市役所産業振興部商工観光課 　　0854-40-1054

【お問い合わせ先】 
加茂岩倉遺跡ガイダンス内事務局　　0854-49-7885 【お問い合わせ先】出雲児童相談所　  0853-21-0007

【お問い合わせ先】島根県警察本部警務部県民相談課 
　　　　　　　　　　　　　　　　0852-26-0110

と　き 

ところ 

チケット 2月18日（土）開場18：30　開演19：00 

　  19日（日）開場13：30　開演14：00 

加茂文化ホール「ラメール」 

指定席（1F） 一般1,500円、高校生以下1,000円 

自由席（2F） 500円、当日800円（消費税込） 

　全編に流れる24曲のミュージックナンバー。宇宙を思わせる空間に
無数の星球が輝き、国境を越えた色あざやかな衣装を身にまとった人々
が鹿踊りやリバーダンスを思わせるステップを刻むケンタウルス祭。ダイ
ナミックな舞台転換。賢治の精神とエンターティメントが融合した、かつ
てない「銀河鉄道の夜」です。 

「銀河鉄道の夜」　わらび座 ビリオネア大学の音楽劇　「MOMOのMOMO」 
　ラメールを中心に活動を続け
てきたミュージカル集団、ビリオネ
ア大学。今年の新作音楽劇の
演目は、「MOMOのMOMO」。ド
イツの児童文学、「モモと時間泥
棒」をモチーフにした、オリジナル
創作劇です。 
　歌やダンス、素敵な照明やオ
ーケストラの演奏・・・夢いっぱい
のステージです。同じ学校のあの
子が、隣の職場のあの人が、ミュ
ージカルスターに変身しちゃう2日
間。どうぞ、お友達やご家族お誘
い合わせの上ご来場、ご声援く
ださい。 

　歴史と文化を活かした観光開発及び地域活性化研究会（代
表金山寿忠表金山寿忠）では、「蘇るスサノオロマン」をテーマに、雲南市雲南市
の観光振興に取り組んでいます。今春、その第一弾として、古
代の悠久ロマンを秘めた“ヤマタノオロチに飲ませた酒造
りの再現”を企画しました。 
　そこで今回、醸造する新しいお酒の名称を募集しています。 

　歴史と文化を活かした観光開発及び地域活性化研究会で
は、「蘇るスサノオロマン」をテーマに、雲南市の観光振興に
取り組んでいます。今春、その第一弾として、古代の悠久ロマ
ンを秘めた“ヤマタノオロチに飲ませた酒造りの再現”を企
画しました。 
　そこで今回、醸造する新しいお酒の名称を募集しています。 

納期限は、上記申告期間の最終日です。 
納税は口座振替での納付を、還付は 
口座振込みでの受け取りをお勧めします。 

所得税 

消費税・地方消費税（個人事業者） 

贈与税 

2月16日（木）～3月15日（水）ただし、 
還付申告は1月から受付しています。 

1月4日（水）～3月31日（金） 

２月１日（水）～３月15日（水） 

応募資格 

応募方法 

応募締切 

応 募 先  

プレゼント 

どなたでも応募できます 

住所、氏名、電話番号、あなたの考
えたネーミング（お酒の名前）をご
記入のうえ、市役所商工観光課まで、
ハガキにてご応募ください。 

2月20日（月）　当日消印有効 

〒699-1334 
雲南市木次町新市426－7 
雲南市産業振興部商工観光課　
　　おろちの酒ネーミング係まで 

採用された方には、今回醸造する
オロチのお酒２本を進呈します。 

応募に係る個人情報は、本応募以外の目的では使用いたしません。 

と　き 

ところ 

演　題 

2月5日（日）　10：00～12：00 

「かもてらす」会議室 

「神話・考古学」講師 
関西外国語大学教授 
　　　　　　佐古和枝先生 
★ 募集定員100名（申し込み順） 

【主催】 
遊学ボランティアの会　出雲國・加茂2000年プロジェクト 

と　き 

ところ 

内　容 

3月12日（日）13：00～14：30 

フローラいずも  「しまね花の郷」隣り 
　　（出雲市西新町2丁目2456-4） 

「社会的養護としての里親の役割と期待」 
　  松江赤十字乳児院　安田孝彦院長 

※講演終了後、15：30まで意見交換（座談会）があります。 

と　き 

入場料 

2月17日（金） 

開場：18:30～　開演：19:00～ 

全席自由 ： 前売券／2,000円、 
　　　　　当日券／2,500円 

【税務署窓口での相談、確定申告の受付】 

島根県警察本部内に設置されている警察相談センターを紹介します 

面接と電話による相談を２４時間受け付けています。警察相談は、警察相談センターのほか、各警察署でも取り扱っています。 

○犯罪等による被害の未然防止 
○架空請求・オレオレ詐欺・振り込め詐欺 

○ストーカー・ＤＶ（ドメスティックバイオレンス） 
○悪質商法・被害相談 

警察相談センター 
へのご相談は 

【納   税】 

所得税　　　　　　  4月20日（木） 
消費税・地方消費税　4月27日（木） 

【振替日】 

【チケット取り扱い場所】 
　　大東町民体育館、ラメール、チェリヴァホール、コア、 
　　サンライン、アスパルほか 

　里親に関する講演会を次の日程で開催します。参加は自
由ですので、里親に関心のある方はぜひご参加ください。 
　なお、参加希望の方は2月28日（火）までに出雲児童相談
所までご連絡下さい。 

前回の公演の様子 
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子育てをしているみなさんで交流してみませんか 

①地域サークル　9：30～11：30 
　●15日（水）久野公民館　●16日（木）佐世公民館、 
　●17日（金）地域福祉センターおおぎ 
　●20日（月）幡屋公民館　●21日（火）阿用公民館 

②地域開放 
　●大東保育園：毎週水曜日 
　●かもめ保育園：毎週金曜日 
　　 
　●あおぞら保育園：毎週金曜日 
　 
 
 

③子育て相談　10：00～17：00 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　10日・24日（金） 
　　※面接、電話どちらでも受け付けます。 

④子育てサロン「木馬」　9：30～15：30 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 
　　毎週火曜日 ・ 毎週木曜日 

⑤子育てサロン「うしお」　9：30～11：30 
　●場　所：大東農村改善センター「桂荘」　10日（金）　 

⑥はたや子育てサロン「ぽかぽかひろば」　9：30～11：30 
　●場　所：幡屋公民館　6日（月）　 

⑦おおぎっこサークル　9：30～11：30 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ　28日（火）　　 

あおぞら保育園内　　0854-43-9500斐伊保育所併設　　0854-42-2030
①活動紹介 
　すくすく育児相談（9：30～11：00受付）をのぞき、いずれも10：00～ 
　●  2日(木)　｢ミュージック・ケア(音楽あそび)｣ 
　●  3日(金)　節分 
　●  9日(木)　リトミック　定員親子15組 
　●16日(木)　すくすく育児相談 
　●21日(火)　冬のあったかコンサート｢みのふぃ～｣さんを迎えて 
　●28日(火)　誕生会 
 ②「同級生集いの日」  毎月第1・2・3火曜 
　●7日｢うさぎちゃん｣…牛乳パックでおもちゃ作り、お弁当の日 
　　　　　　　　　　  骨密度測定…大人の希望者　実費300円 
　●14日｢りすちゃん｣・・おはなし会、 
　●21日｢ひよこちゃん」・・コンサート 

③出前保育 
　●8日(水)　西日登公民館 
　●15日(水)日登公民館 
　●22日(水)　健康福祉センター 

給食を希望される方は、前日16時までに予約してください。 

給食を希望される方は、当日の午前9時までに予約してください。 

※あおぞら保育園では毎日を地域開放デーにしていますが、 
　給食の試食ができる日は金曜日だけです。 

雲南市なかよしホール（加茂町）　　0854-49-8380

三刀屋健康福祉センター内　　0854-45-9501

あそぼう広場(1歳半から)「豆まきごっこをしよう！」 
赤ちゃん相談：赤ちゃんの計測や発育・発達の相談など）
妊婦さん相談（11：00～）：妊婦さんの健康チェック
や相談・指導など 
親子健康教室（託児有り） 
テーマ：「健やかなこころとからだ～生きる力を育む食育（仮） 
講　師：雲南市嘱託栄養士 
わくわくおはなし会「絵本と紙芝居をみよう！」 

①子育て支援センター開設日　毎週月～金曜日 9：00～12：00 
　祝日はお休みです。 
②活動紹介　いずれも10：00～ 
● 3日(金) 
●10日(金) 
 
 
●17日(金) 
 
 
●24日(金)

①活動紹介　10：00～11：30 
　●毎週水曜日（15日を除く） 
　　参加費：100円 
　　　　　 （お茶代、材料費として） 
　●1日（水）　●8日（水）　●22日（水） 
　　1日は豆まきをします！おたのしみに！ 

0854-42-3988　奥井 
サンキューハハ 

 Kiss－Kidsとぷちぴよ　くらぶ 
　kiss-kidsは無料にて赤ちゃんから大人まで誰でも自由に遊べ
る場所です。一緒に遊んだりおしゃべりしませんか。まずは気軽に
来てみてね。 
（各種イベント、託児は有料です。詳細はお問合せください。）　 

①活動紹介　（　）は参加費 
　●毎週金曜はぷちの日…10：00～　参加費子供50円。 
　　季節に合わせたイベントを考えています。 
　●  3日(金)　4：00～ 豆まき　 
　●12日(日)　1：00～ バレンタインチョコ作り（1人300円） 

 
0854ー42ー9080 雲南市社会福祉協議会木次支部（力石、陶山） 

①活動紹介　9：30～11：30（参加費　一家族100円） 
　●16日(木)　西日登公民館会場　　 
　●18日(土)　高齢者コミュニティセンター 会場 

社協子育てサロン（にこにこクラブ）　9：30～11：30

掛合保育所内　　0854-62-9900

①保育所開放日　9：00～11：00 
　●かけや夢の子園 
　　毎週水曜日 
　●波多分園 
　　毎週木曜日 

②活動紹介　「子育て相談」（かけや夢の子園・波多分園） 
　●15日（水）9:00～11：00　※開放日にあわせて開催します。 

「読み聞かせの会」　（掛合保育所） 
　●2月下旬予定　　※絵本、パネルシアター　などなど 

 

同時開催 

昼食試食会…22日（水）開催 

参加費：1家族200円 
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雲南市立大東図書館 0854ー43ー6131

2月の休館日 毎週金曜日、11日（祝）28日（火）【図書整理日】 行事日程

今月のおすすめ今月のおすすめ

雲南市立木次図書館 0854ー42ー1021

今月のおすすめ

ゆたんぽ、手拭、蚊帳、…。江戸から昭
和の暮らしを彩った道具たち。懐かしい
日々を慈しみつつ綴るモノ語り。昨年7
月に46歳で逝去した「江戸の達人」が遺
したエッセイ。

杉浦　日
ひ

向
な

子
こ

著

生後まもなく眼球摘出、普通小学校卒
業後、ウィーンに留学、そしてガン再
発…。どんな時も、僕は強い憧れのな
かにいた。視力を失った天才ピアニス
トの心ぽっかぽかの半生記。

2月の休館日 毎週月曜日、14日（火）～26日（日）〔特別整理休館〕、28日（火）【図書整理日】 ★よみかたりのじかん
2日（木）、9日（木）

15：30～

行
事
日
程

1 2 3

新着の本（抄）

●山本一力
いちりき

「道
どう

三
さん

堀
ぼり

のさくら」
●朱川

しゅかわ

湊人
みなと

「わくらば日記」
●林真理子ほか「パリよ、こんにちは」
●栗本　薫「女郎蜘蛛」
●諸

もろ

田
た

玲子「天
てん

女
にょ

湯
ゆ

おれん」
●吉村　昭「わたしの普段着」
●桂

かつら

望実「県庁の星」
●明橋

あけはし

大
だい

二
じ

「子育てハッピーアドバイス」
●江原啓之

ひろゆき

「江原啓之神紀行　四国・出雲・広島」
●三谷幸

こう

喜
き

「三谷幸喜のありふれた生活（4）」

●児玉　清「負けるのは美しく」
●小

お

栗
ぐり

左
さ

多
お

里
り

「ハワイで大の字」
●上大岡

かみおおおか

トメ「スッキリ！」
●村上祥

さち

子
こ

「ムラカミ流すっきりキッチンの法則」
●寺門

てらかど

琢
たく

己
み

「骨盤教室」
●北野武「光」
●水谷修「夜回り先生こころの授業」
●美輪明宏「人生学校虎の巻」
●池波正太郎「最後の映画日記」
●中島らも「なれずもの」

●佐々木健介
「健介ファミリーの元気のもと。」
●国崎

くにざき

信江「犯罪から子どもを守る50の方法」
●ペギー葉山「歌う看護婦」
●油

あぶら

井
い

宏子「古文書
こもんじょ

はこんなに面白い」
●高山なおみ「じゃがいも料理」
●丘みつ子
「好きです！シンプルリッチな暮らし」

ほか

「隠居の日向ぼっこ」

新着の本（抄）

●辺見じゅん「男たちの大和」（上・下）
●帚

ははき

木
ぎ

蓬生
ほうせい

「千日
せんにち

紅
こう

の恋人」
●伊坂幸太郎「砂漠」
●三崎亜

あ

記
き

「バスジャック」
●西村京太郎「十津川警部　湖北の幻想」
●野中　柊

ひいらぎ

「あなたのそばで」
●荻原

おぎわら

浩
ひろし

「さよならバースディ」

●長野まゆみ「箪笥
たんす

のなか」
●チャールズ・Ｒ・ジェンキンス「告白」
●上

かみ

大岡
おおおか

トメ「スッキリ！」
●野田明宏「アルツハイマー在宅介護最前線
一人っ子独身中年オトコの赤裸々奮戦記」

●山本ふみこ「親がしてやれることなんて、
ほんの少し」

● 川
とくがわ

慶朝
よしとも

「 川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

家の食卓」
●杉浦日

ひ

向
な

子
こ

「隠居の日向
ひなた

ぼっこ」
●三浦　展

あつし

「下流社会　新たな階層集団の出現」
●青嶋ひろの「大人の社会科見学」
●白石

しらいし

昌則
まさのり

「生協の白石
しらいし

さん」
ほか

梯
かけはし

剛之
た け し

著

「いつも僕のなかは光」

★こぐまちゃんくらぶ

とき：毎週月曜日　11時～

★おはなしパーティー
とき：2月26日（日）10時～11時20分
第1部 わらべうた遊び　10時～
第2部 おはなし会　　　10時25分～
第3部 ストーリーテリング　11時～
※途中からは入室できません。開始時間までにおいでください。

①内田康夫著「悪魔の種
しゅ

子
し

」 ②唯川　恵
けい

著「恋せども、愛せども」

③黒田杏
もも

子
こ

著「金
かね

子
こ

兜
とう

太
た

養生訓」

13日（月）～28日（月末日）まで蔵書点検、配架修正などの作業等のため休館します。
利用者のみなさまにはご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願いします。
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◆　献血 
　（加茂総合センター／9：00～10：30、 
　日本コルマー（株）出雲工場／12：15～13：15、
山砂採取雲南協同組合／14：00～15：00、加
茂健康福祉センター／15：45～17：00） 

◆　離乳食教室 
　（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆　離乳食教室 
　（大東健康福祉センター／受付9：15～） 
◆　断酒会 
　（大東地域福祉センターおおぎ／19：00～） 

◆　わらび座公演 
　 「銀河鉄道の夜」 
　（アスパル／19:00～） 

◆　アジアンシアター「酔画仙」 
　（チェリヴァホール／①14:00～②19:00～） 
◆　ビリオネア大学の音楽劇
「MOMOのMOMO」 
　（ラメール／19:00～） 

◆　サンサン教室 
　入間公民館／9：30～ 
◆　予防接種（三種混合） 
　（大東健康福祉センター／受付13：15～） 
◆　予防接種(三種混合) 
　（三刀屋健康福祉センター／13：00～） 
 

◆　乳児健診 
　［対象：大東・加茂］ 
　（大東健康福祉センター／ 

4か月13：00～、10か月13：45～） 
◆　赤ちゃん相談 
　（木次健康福祉センター／9:30～） 
◆　さわやかクラブ 
　（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆　水中ウォーク 
　（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 

◆　断酒会 
　（ふれあい福祉センター／19:00～） 

◆　加茂町地域づくり委員会
大阪大学留学生ホームステイ 

　（～26日） 
◆　交通事故巡回相談 
　（出雲市役所／9：00～15：00） 
　【問】交通事故相談所　0852-22-5102

 

◆　断酒会 
　（かもてらす／18：30～20:30） 

◆　第1回雲南神楽フェスティバル 
　（ラメール／10：00～） 
◆　サウンドライブしまねｉｎ雲南 
　（チェリヴァホール／14:00～ライブ） 

◆　法務局なんでも相談所 
（あすてらす（大田市大田町）／10：00～16：00） 
【問】松江地方法務局出雲支局 

　0853-21-0721

三 

◆　ビリオネア大学の音楽劇
「MOMOのMOMO」 
　（ラメール14:00～） 
◆　第27回加茂町卓球大会 
　（Ｂ＆Ｇ海洋センター／8:30～） 
◆　TBG月例大会 
　（ふれあいの丘TBG場／14:00～） 

加 

加 

加 

加 

木 

他 

◆　第23回加茂町バスケットボール大会 
（Ｂ＆Ｇ海洋センター／9:00～） 
◆　劇団四季ミュージカル 
　「人間になりたがった猫」 
（ラメール／16:00～） 
◆　第2回公開講座「思春期の性と生」 
（いきいきプラザ島根（松江市）403研修室

／14:00～16:00） 
【問】島根いのちの電話事務局 

　0852-32-5985 
◆　考古学講座 （かすてらす／10：00～） 

加 加 

加 

加 

他 

加 

掛 

大 

大 

◆　サンサン教室 
　（掛合公民館／9:30～） 
◆　木次町文化協会写真展 
　（チェリヴァホール　2/15まで） 

掛 

木 

大 ◆　サンサン教室 
　（波多公民館／9：30～） 
◆　こころの健康＆もの忘れ相談 
　（島根県雲南保健所／13：00～予約制） 
◆　巡回児童相談 
　（加茂健康福祉センター／ 
　　　　　　　受付10：00～15：00） 
　 要申込：出雲児童相談所　 0853-21-0007 
　雲南市児童女性相談室　 0854-40-1046

掛 

木 

加 

◆　サンサン教室 
　（入間公民館／9:30～） 
◆　乳児健診 
　[対象：木次、三刀屋、掛合、吉田] 
　（木次健康福祉センター／ 
　　4か月13：00～、10か月14：00～） 
◆　断酒会 
　（吉田ふるさとセンター／19:00～） 
◆　年金相談（三刀屋総合センター
／ 10:00～12:00、13:00～15:00）
年金手帳、年金証書、印鑑などを持参してください。
【問】松江社会保険事務所　0852-26-2800

掛 

木 

吉 

三 

 

◆　いきいき運動教室 
　（掛合健康福祉センター／14：00～） 
◆　年金相談 
　（大東総合センター／10:00～12:00、
13:00～15:00）年金手帳、年金証書、
印鑑などを持参してください。 
　【問】松江社会保険事務所 

　0852-26-2800 
◆　妊婦・赤ちゃん相談 
　（三刀屋健康福祉センター／10：00～） 
◆　まちづくり講座 
　（大東町民体育館／19：00～） 

掛 

大 

大 

三 

建国記念の日 
◆　海潮温泉神代神楽の夕べ 
　（古代鉄歌謡館／20：00～） 
大 

木 

掛 

◆　第11回みとや大学 
　（アスパル／10：00～） 
◆　サンサン教室 
　（波多公民館／9：30～） 

三 

木 掛 

◆　献血 
　（木次合同庁舎／9：00～11：15、ＪＡ雲南／
12：00～13：00、チェリヴァホール／14：30～
15：30、島根三洋工業（株）／16：15～18：00） 

◆　育児相談 
　（かもてらす／13：30～） 
◆　1歳6か月・3歳児健診 
　〔対象：木次、三刀屋、掛合、吉田〕 
　（三刀屋健康福祉センター／受付1歳6か月
13：00～、3歳14：00～） 

◆　サンサン教室 
　（掛合公民館／9：30～） 
◆　断酒会 
　（まめなかセンター／19：00～） 

◆　いきいき運動教室 
　（まめなかセンター／13：30～） 
◆　1歳6か月・3歳児健診 
　［対象：大東・加茂]（かもてらす／
受付1歳6か月13：00～、3歳 14：00～） 

◆　胃がん検診 
（三刀屋健康福祉センター／　　
　　　　　　　　受付8:30～） 

◆　子宮がん検診 
　（三刀屋健康福祉センター／　　
　　　　　　　　受付9:30～） 

◆　水中ウォーク 
　（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 

掛 

加 

三 

三 

三 

◆　サウンドライブしまねｉｎ雲南 
　（チェリヴァホール／14:00～ﾊﾞﾝﾄﾞｸﾘﾆｯｸ） 
 

木 

加 

加 

他 

三 

◆　いきいき運動教室 
　（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆　離乳食教室 
　（木次健康福祉センター／9:00～） 
 

掛 

木 

◆　断酒会 
　（木次町下熊谷地域福祉サブセンター／

19：00～） 
◆　アルコールによる困りごと相談 
　（島根県雲南保健所／13：00～予約制） 

木 

木 

掛 

大 

三 

三 
 

大 …大東町 

加 …加茂町 

木 …木次町 

三 …三刀屋町 

掛 …掛合町 

吉 …吉田町 

他 …その他 

開 催 場 所  

　大東町中湯石にある海潮温泉に新泉源が確認されました。これは、これまで使用してきた泉源（昭
和48年掘削）が老朽化したため、雲南市が平成17年9月から掘削工事を進めてきたものです。 
　新泉源は深度300メートル、湯温45．9度、湯量590リットル／分で、これまでの泉源より
湯温、湯量とも高くなっています。泉質はナトリウム－硫酸塩・塩化物泉です。 
　今後、県の許可を受けた後、平成18年5月頃から新泉源のお湯を海潮温泉の各施設に供給する予
定にしています。新泉源の掛け流しの湯を楽しみにお待ちください。 

木 

加 

三 

掛 

掛 

海潮温泉に新泉源！！海潮温泉に新泉源！！

　今年で2回目となるミニバスケットボール交流大会が三刀屋小学校体育館で
開催されました。試合には、三刀屋ＭＢＣ、大東ブラックス、久野ボールド、
加茂遊学クラブの4チーム60名の選手が参加。各チームとも熱戦を繰り広げ、
レベルアップにつながる大会となりました。 　国際交流室では、韓国

の文化や言葉、料理を学
ぶ講座を2月から開催し
ます。 
　日時や場所は未定ですが、
1月下旬には決定し、雲
南市ホームページへ掲載
します。 

優勝「三刀屋ＭＢＣ」 

かとう ひろき 

もりやまさとし 

こ  せ     つばさ 

ふじわらこうた 

ふなきりゅうと 

加藤大城（久野ボールド） 

巨勢　翔（三刀屋ＭＢＣ） 

森山智史（三刀屋ＭＢＣ） 

藤原巧太（大東ブラックス） 

舟木竜斗（加茂遊学クラブ） 

大会優秀選手（敬称略） 

雲南市ミニバスケット交流大会雲南市ミニバスケット交流大会 韓国文化講座 

「韓国を学ぶ会」

12/10

興味がある方や詳しくは 

雲南市国際交流室 　0854ー40ー1014まで 

問い合わせ先 問い合わせ先 

●大東健康福祉センター 

●加茂健康福祉センターかもてらす 

●木次健康福祉センター 

●三刀屋健康福祉センター 

●吉田健康福祉センター 

●掛合健康福祉センター 

●大東古代鉄歌謡館 

●大東体育文化センター 

●雲南市大東体育館 

●大東町地域福祉センターおおぎ 

●雲南市加茂文化ホール ラメール 

●加茂B＆G海洋センター 

●雲南市なかよしホール（加茂町） 

●雲南市木次体育館 

●木次経済文化会館チェリヴァホール 

●三刀屋文化体育館アスパル 

●三刀屋農村環境改善センター 

●雲南市掛合体育館 

●掛合まめなかセンター 

●吉田勤労者体育センター 

●吉田公民館 

●吉田町ふるさとセンター 

●島根県雲南保健所 

0854－43－6142 

0854－49－8612 

0854－40－1083 

0854－45－9501 

0854－74－0215 

0854－62－0727 

0854－43－6568 

0854－43－2130 

0854－43－5511 

0854－43－5610 

0854－49－8500 

0854－49－7100 

0854－49－8380 

0854－42－0375 

0854－42－1155 

0854－45－9222 

0854－45－2645 

0854－62－0013 

0854－62－0231 

0854－74－0214 

0854－74－0219 

0854－75－0311 

0854－42－2800

February
��



編 

集
後
記 

た 

unnan-city@city.unnan.shimane.jp

　
年
末
年
始
に
は
、記
録
的
な
寒
さ
と
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。間
も
な
く
2
月
・
節
分
で
す
が
、「
節
分
荒
れ
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、さ
ら
に
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
ま
す
。万
全
の
防

寒
対
策
で
大
雪
に
備
え
、節
分
の
鬼（
大
雪
）を
払
い
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
一
方
で
鬼
は
、東
北
地
方
の「
な
ま
は
げ
」
な
ど
に
も
登
場

し
、無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を
授
け
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、鬼
瓦
、鬼
面
な
ど
と
し
て
、家
の
守
護
神
、魔
除
け
、厄

除
け
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
る
な
ど
、鬼
は
人
の
心
や
意
識
、風
習
、

風
土
な
ど
に
よ
っ
て
も
、そ
の
存
在
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。 

季節ごよみ季節ごよみ

松平不昧公のおかかえ庭師が作ったとされ、背景
を取り入れ、寂と仏道の心を山石と雑木で表現し
た名園です。 

雪の峯寺庭園 
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・　　　　　  に対するご意見、ご感想はこちらまで！ 

「
満
寿
の
湯
の
大
氷
柱
」 （
掛
合
町
） 

　
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し
さ
を
ま
す
と
、屋
根

の
軒
先
な
ど
に
も
氷
柱
が
で
き
ま
す
。
掛
合
町
の

波
多
温
泉
「
満
寿
の
湯
」の
軒
下
に
で
き
る
大
き
な

氷
柱
は
、地
元
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。写
真
の

つ
ら
ら
は
、約
３
メ
ー
ト
ル
。日
陰
に
な
る
軒
下
で
は
、

日
中
で
も
氷
が
解
け
ず
、つ
ら
ら
は
日
々
大
き
く
な

り
ま
す
。 
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お
お 

つ
ら
ら 

つ
ら
ら 

つ
ら
ら 

さび 

「男鬼」高尾宣良さん作（木次町山方） 


